
平成２５年度 全国学力・学習状況調査

宮城県の調査結果報告
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Ⅰ 全国学力・学習状況調査の概要

１ 目的

(1) 義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から，全国的な児童生徒の学力や学習状況を

把握・分析し，教育施策の成果と課題を検証し，その改善を図る。

(2) そのような取組を通じて，教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。

(3) 学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。

２ 実施日 平成25年4月24日（水）

３ 対象 小学校第6学年，中学校第3学年の全児童生徒

４ 内容

(1) 教科に関する調査 小学校6年生：国語，算数，中学校3年生：国語，数学

(2) 生活習慣や学習環境に関する質問紙調査 児童生徒に対する調査，学校に対する調査

５ 参加状況（仙台市を含む）

公立小学校406校 参加児童数20,623名，公立中学校198校 参加生徒数18,636名

６ 調査結果の概況

(1) 平成19年度から平成25年度までの教科に関する調査結果一覧

○ 平成22年度，24年度の値は，上段は抽出校の平均正答率，下段は抽出校の平均正答率をもと

に，悉皆調査を実施した場合の県の平均正答率を想定した値の範囲（95％信頼区間 文部科学

省の説明による）。

「知識」に関するＡ問題 「活用」に関するＢ問題
全国 宮城県 全国平均 全国 宮城県 全国平均

問題数 問題数
平均正答率 平均正答率 との比較 平均正答率 平均正答率 との比較

H25 18 62.7 60.8 -1.9 10 49.4 47.6 -1.8
81.6 81.7 55.6 55.9

H24 17 +0.1 11 +0.3
国 81.4-81.7 81.2--82.3 55.4-55.8 55.1-56.8

83.3 83.4 77.8 77.7
小 H22 15 +0.1 10 -0.1

83.2-83.5 82.7-84.0 77.7-78.0 76.9-78.5

語 H21 18 69.9 67.4 -2.5 10 50.5 49.8 -0.7
学 H20 18 65.4 64.2 -1.2 12 50.5 49.2 -1.3

H19 18 81.7 80.6 -1.1 10 62.0 61.0 -1.0

H25 19 77.2 76.3 -0.9 13 58.4 56.5 -1.9
校 73.3 72.7 58.9 58.1

H24 19 -0.6 13 -0.8
算 73.1-73.5 71.9-73.5 58.7-59.1 57.2-59.1

74.2 73.8 49.3 47.8
H22 19 -0.4 12 -1.5

74.0-74.4 72.9-74.7 49.1-49.5 46.8-48.7

数 H21 18 78.7 77.5 -1.2 14 54.8 54.0 -0.8
H20 19 72.2 71.3 -0.9 13 51.6 50.4 -1.2
H19 19 82.1 81.1 -1.0 14 63.6 61.4 -2.2

H25 32 76.4 77.6 +1.2 9 67.4 68.6 +1.2
75.1 76.2 63.3 65.5

H24 32 +1.1 9 +2.2
国 75.0-75.2 75.6-76.8 63.2-63.4 64.9-66.2

75.1 76.2 65.3 66.7
中 H22 35 +1.1 10 +1.4

75.0-75.2 75.6-76.7 65.1-65.5 66.0-67.4

語 H21 33 77.0 78.1 +1.1 11 74.5 76.4 +1.9
学 H20 34 73.6 73.8 +0.2 10 60.8 61.8 +1.0

H19 37 81.6 80.8 -0.8 10 72.0 71.0 -1.0

H25 36 63.7 62.2 -1.5 16 41.5 39.7 -1.8
校 62.1 60.8 49.3 50.5

H24 36 -1.3 15 +1.2
数 62.0-62.3 59.9-61.8 49.2-49.5 49.4-51.6

64.6 64.4 43.3 44.0
H22 36 -0.2 14 +0.7

64.4-64.8 63.4-65.4 43.1-43.5 42.9-45.1

学 H21 33 62.7 62.1 -0.6 15 56.9 57.7 +0.8
H20 36 63.1 61.4 -1.7 15 49.2 49.1 -0.1
H19 36 71.9 70.3 -1.6 17 60.6 59.4 -1.2
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(2) 教科に関する調査の結果

○ 小学校の平均正答率については，国語・算数の「知識」に関するＡ問題，「活用」に関する

Ｂ問題のいずれの教科においても全国平均を下回った。さらに昨年度と比較すると，全国平均

との差が広がっていることから，課題が見られる。

○ 中学校の平均正答率については，国語の「知識」に関するＡ問題，「活用」に関するＢ問題

とも全国平均を上回った。数学は，Ａ問題，Ｂ問題とも全国平均を下回っており，課題が見ら

れる。

(3) 児童生徒質問紙調査の結果

○ 小・中学生ともに，はやね・はやおき・あさごはんや規則正しく生活することなど，基本的

生活習慣に関する質問に対しては，全国と比べて肯定的な回答をしている項目が多い。

○ 長時間テレビやビデオ・ＤＶＤを見る割合は，小・中学生ともに昨年度より減少したが，小

学生は全国値よりも高い。また，長時間テレビゲームをする割合は，小・中学生ともに昨年度

よりも増加し，小学生においては全国値よりも高い。

○ 家庭で授業の予習，復習をしている割合は，小・中学生ともに昨年度よりも増加し，全国値

を上回っているが，平日に２時間以上勉強している中学生の割合は，全国値を下回っている。

○ 小学生においては，国語，算数の授業の内容がよく分かるとしている割合は，昨年度よりも

減少し，全国値よりも低い。また，中学生においては，国語は昨年度よりも減少しているが全

国値よりも高い。数学は昨年度よりも増加しており，全国値と同値になった。

(4) 学校質問紙調査の結果

○ 「全国学力・学習状況調査や独自の調査等の結果を利用し，具体的な教育指導の改善等を行

った」と回答した学校の割合は，小・中学校ともに昨年度よりも増加しており，全国値より

も高い。

○ 国語の指導において，書く習慣を付ける指導に取り組んでいる学校の割合は，小学校では昨

年度より減少しており，全国値と比較しても低い。中学校では昨年度より増加しており，全国

値と比較しても高い。また，読む習慣を付ける指導に取り組んでいる学校の割合は，小・中学

校ともに昨年度より減少しており，中学校は全国値よりも低い。

○ 算数・数学の指導において，補充的な指導に取り組んでいる学校の割合は，小学校では昨年

度より減少しており，中学校では増加しているが，小・中学校ともに全国値よりも高い。また，

発展的な指導に取り組んでいる学校の割合は，小・中学校ともに昨年度より減少しており，中

学校は全国値よりも低い。

○ 将来就きたい仕事や夢について考えさせる指導に取り組んでいる学校の割合は，小・中学校

ともに昨年度よりも増加しており，全国値よりも高い。

７ 今後の対応

全国学力・学習状況調査の結果においては，平成２４年度までは改善の方向で進んできたが，平

成２５年度は全国平均を下回る結果となった。このことについては，震災による影響も推測される

が，今後，文部科学省から提供されるデータを活用してさらに詳細な分析をする必要がある。

大震災の影響で厳しい学習環境にある中でも，確かな学力の定着は，すべての子どもたちにとっ

て必要なことであり，今回の結果を踏まえ，市町村教育委員会と連携しながら学力向上に向けた具

体的な取組を進めていかなければならない。特に，児童生徒の学習習慣の形成，児童生徒の学習状

況の把握，教員の教科指導力の向上の３点を重点として，学力向上のための緊急会議を開催し，認

識を共有して施策の充実を図っていく。
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Ⅱ 各教科の調査の結果
１ 小学校国語Ａ問題
（１）結果の概要
○ 平均正答率は60.8％であり，全国平均を1.9ポイント下回っている。
○ 学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく書くことや接続語の役割を押さえながら，
文を分析的に捉えることに課題がある。

（２）正答数分布状況
○ 正答数の分布は全国とほぼ同様の傾向が見られる。
○ 全国と比較して，15問～18問(80％～100％程度）正答した児童の割合が低く，8問～11問
(40％～60％程度）正答した児童の割合が高い状況が見られる。

【平成２５年度正答数度数分布グラフ】 【平成２４年度正答数度数分布グラフ】

（３）領域別の平均正答率
○ 「話すこと・聞くこと」「読むこと」の領域で，平均正答率が，全国平均を上回る結果と
なり改善が図られている。「書くこと」の領域は依然として課題が見られる。
○ 「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」の領域の平均正答率は，60.8％で全国
平均を1.8ポイント下回った。

（４）設問別調査結果
○全国とのかい離が大きい設問等（◇：かい離がプラス ◆かい離がマイナス，[ ]内の記号は設問番号）

話すこと・聞くこと
◇ 選手宣誓文の表現の工夫とその効果を説明したものとして適切なものを選択する問題の正
答率は45.4％で，全国平均を2.2ポイント上回っている。[７]

書くこと
◆ 文と文の意味のつながりを考えながら，接続語を使って１文を２文に分けて書く問題の正
答率は19.0％で，全国平均を4.4ポイント下回っている。[３二(１)]

◆ 「言葉の使い方」に関する資料を読み取り，年代ごとの割合から分かることを書く問題の
正答率は67.9％で，全国平均を3.4ポイント下回っている。[４イ]

読むこと
◇ マナーに関する広告を読み，編集の仕方の特徴をまとめたものとして適切なものを選択す
る問題の正答率は74.2％で，全国平均を2.5ポイント上回っている。[５イ]

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項
◇ 学年別漢字配当表に示されている漢字「採集」を正しく読む問題の正答率は78.6％で，全
国平均を13.7ポイント上回っている。[１－(３)]
◇ ことわざ(石の上にも三年)の意味として適切なものを選択する問題の正答率は77.1％で，

全国平均を6.0ポイント上回っている。[２一]

◆ 学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく書く問題「やく」「ていしゃ」「もうける」

は，正答率が全てにおいて全国平均を8ポイント以上下回っている。[１二(１)～１二(３)]

◆ 文の定義を理解し，文のはじめの５文字を丸で囲む問題の正答率は28.7％で，全国平均を

7.8ポイント下回っている。[３一]

◆ ことわざ(急がば回れ)の意味として適切なものを選択する問題の正答率は81.1％で，全国

平均を5.0ポイント下回っている。[２二]

領 域 話すこと・聞くこと 書くこと 読むこと 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 合 計

年 度 H25 H24 H22 H21 H20 H19 H25 H24 H22 H21 H20 H19 H25 H24 H22 H21 H20 H19 H25 H24 H22 H21 H20 H19 H25 H24 H22 H21 H20 H19

県 平 均 正 答 率 (％ ) 45.4 79.8 82.7 65.2 76.4 54.5 50.1 55.0 66.0 84.9 50.7 83.3 60.7 82.5 73.6 67.2 44.1 67.0 60.8 86.8 86.0 60.9 64.0 86.0 60.8 81.7 83.4 67.4 64.2 80.6

全国平均正答率 (％ ) 43.2 79.4 83.2 68.0 76.1 56.6 53.0 57.5 67.7 85.4 53.3 85.3 60.1 82.1 74.1 68.7 44.5 67.3 62.6 86.3 85.8 64.2 65.2 86.8 62.7 81.6 83.3 69.9 65.4 81.7

全国との比較 2.2 0.4 -0.5 -2.8 0.3 -2.1 -2.9 -2.5 -1.7 -0.5 -2.6 -2.0 0.6 0.4 -0.5 -1.5 -0.4 -0.3 -1.8 0.5 0.2 -3.3 -1.2 -0.8 -1.9 0.1 0.1 -2.5 -1.2 -1.1

[％]
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56
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２２２２ 小学校国語小学校国語小学校国語小学校国語ＢＢＢＢ問題問題問題問題

（（（（１１１１））））結果結果結果結果のののの概要概要概要概要

○ 平均正答率は47.6％で，全国平均を1.8ポイント下回っている。

○ 「書くこと」の領域において，目的や意図に応じ，必要な内容を適切に引用して書くこと

や助言についての説明を書くことに課題が見られる。

○ 無解答率20％以上だった設問は，全10問中３問あり，全国と同様の傾向が見られる。児童

質問紙より，問題Ｂ－２－三における無回答の理由は「難しくて解答できなかった」が80.7％

であり，その中の41.1％が「何を書いたらよいか分からない」と回答している。

（（（（２２２２））））正答数分布状況正答数分布状況正答数分布状況正答数分布状況

○ 正答数の分布は全国とほぼ同様の傾向が見られる。

○ 全国と比較して，6問(60％)以上正答している児童の割合が低い状況が見られ，全体的な

底上げが課題である。

○ 全ての設問において，正答率が全国平均よりも下回っている。

【平成２５年度正答数度数分布グラフ】 【平成２４年度正答数度数分布グラフ】

（（（（３３３３））））領域別領域別領域別領域別のののの平均正答率平均正答率平均正答率平均正答率

○ 全ての領域の平均正答率が，全国平均を下回っている。

○ 「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」の領域の平均正答率は全国平均を下回っ

たが，全国平均とのかい離が0.1ポイントと小さくなっている。

（（（（４４４４））））設問別調査結果設問別調査結果設問別調査結果設問別調査結果

○全国とのかい離が大きい設問等（◇：かい離がプラス ◆かい離がマイナス，[ ]内の記号は設問番号）

[％]

領 域 話領 域 話領 域 話領 域 話すことすことすことすこと・・・・聞聞聞聞くことくことくことくこと 書書書書くことくことくことくこと 読読読読むことむことむことむこと 伝統的伝統的伝統的伝統的なななな言語文化言語文化言語文化言語文化とととと国語国語国語国語のののの特質特質特質特質にににに関関関関するするするする事項事項事項事項 合 計合 計合 計合 計

年 度年 度年 度年 度 H25 H24 H22 H21 H20 H19 H25 H24 H22 H21 H20 H19 H25 H24 H22 H21 H20 H19 H25 H24 H22 H21 H20 H19 H25 H24 H22 H21 H20 H19H25 H24 H22 H21 H20 H19 H25 H24 H22 H21 H20 H19 H25 H24 H22 H21 H20 H19 H25 H24 H22 H21 H20 H19 H25 H24 H22 H21 H20 H19H25 H24 H22 H21 H20 H19 H25 H24 H22 H21 H20 H19 H25 H24 H22 H21 H20 H19 H25 H24 H22 H21 H20 H19 H25 H24 H22 H21 H20 H19H25 H24 H22 H21 H20 H19 H25 H24 H22 H21 H20 H19 H25 H24 H22 H21 H20 H19 H25 H24 H22 H21 H20 H19 H25 H24 H22 H21 H20 H19

県 平 均 正 答 率県 平 均 正 答 率県 平 均 正 答 率県 平 均 正 答 率 ((((％％％％ )))) 63.1 62.6 75.0 61.1 72.7 67.6 41.7 47.0 92.2 12.7 48.0 60.5 46.1 55.6 73.1 55.6 46.6 56.5 63.7 54.7 72.3 58.5 79.4 47.6 55.9 77.7 49.8 49.2 61.063.1 62.6 75.0 61.1 72.7 67.6 41.7 47.0 92.2 12.7 48.0 60.5 46.1 55.6 73.1 55.6 46.6 56.5 63.7 54.7 72.3 58.5 79.4 47.6 55.9 77.7 49.8 49.2 61.063.1 62.6 75.0 61.1 72.7 67.6 41.7 47.0 92.2 12.7 48.0 60.5 46.1 55.6 73.1 55.6 46.6 56.5 63.7 54.7 72.3 58.5 79.4 47.6 55.9 77.7 49.8 49.2 61.063.1 62.6 75.0 61.1 72.7 67.6 41.7 47.0 92.2 12.7 48.0 60.5 46.1 55.6 73.1 55.6 46.6 56.5 63.7 54.7 72.3 58.5 79.4 47.6 55.9 77.7 49.8 49.2 61.0

全 国 平 均 正 答 率全 国 平 均 正 答 率全 国 平 均 正 答 率全 国 平 均 正 答 率 ((((％％％％ )))) 64.8 63.0 75.4 61.3 73.0 70.9 43.8 46.8 91.6 14.5 49.1 61.7 47.9 55.7 73.4 56.5 48.3 57.7 63.8 55.2 73.0 59.7 77.0 49.4 55.6 77.8 50.5 50.5 62.064.8 63.0 75.4 61.3 73.0 70.9 43.8 46.8 91.6 14.5 49.1 61.7 47.9 55.7 73.4 56.5 48.3 57.7 63.8 55.2 73.0 59.7 77.0 49.4 55.6 77.8 50.5 50.5 62.064.8 63.0 75.4 61.3 73.0 70.9 43.8 46.8 91.6 14.5 49.1 61.7 47.9 55.7 73.4 56.5 48.3 57.7 63.8 55.2 73.0 59.7 77.0 49.4 55.6 77.8 50.5 50.5 62.064.8 63.0 75.4 61.3 73.0 70.9 43.8 46.8 91.6 14.5 49.1 61.7 47.9 55.7 73.4 56.5 48.3 57.7 63.8 55.2 73.0 59.7 77.0 49.4 55.6 77.8 50.5 50.5 62.0

全 国全 国全 国全 国 と のと のと のと の 比 較比 較比 較比 較 -1.7 -0.4 -0.4 -0.2 -0.3 -3.3 -2.1 0.2 0.6 -1.8 -1.1 -1.2 -1.8 -0.1 -0.3 -0.9 -1.7 -1.2 -0.1 -0.5 -0.7 -1.2 2.4 -1.8 0.3 -0.1 -0.7 -1.3 -1.0-1.7 -0.4 -0.4 -0.2 -0.3 -3.3 -2.1 0.2 0.6 -1.8 -1.1 -1.2 -1.8 -0.1 -0.3 -0.9 -1.7 -1.2 -0.1 -0.5 -0.7 -1.2 2.4 -1.8 0.3 -0.1 -0.7 -1.3 -1.0-1.7 -0.4 -0.4 -0.2 -0.3 -3.3 -2.1 0.2 0.6 -1.8 -1.1 -1.2 -1.8 -0.1 -0.3 -0.9 -1.7 -1.2 -0.1 -0.5 -0.7 -1.2 2.4 -1.8 0.3 -0.1 -0.7 -1.3 -1.0-1.7 -0.4 -0.4 -0.2 -0.3 -3.3 -2.1 0.2 0.6 -1.8 -1.1 -1.2 -1.8 -0.1 -0.3 -0.9 -1.7 -1.2 -0.1 -0.5 -0.7 -1.2 2.4 -1.8 0.3 -0.1 -0.7 -1.3 -1.0

[％]

話すこと・聞くこと

◆ 話し手の意図を捉えながら聞き，効果的に助言をする問題の正答率は64.4％

であり，全国平均を2.8ポイント下回っている。[１三]

書くこと

◆ 目的や意図に応じ，必要な内容を適切に引用して書く問題の正答率は21.6％

であり，全国平均を4.6ポイント下回っている。[２二]

読むこと

◆ ２人の推薦文を比べて読み，推薦している理由を書く問題の正答率は43.1％

であり，全国平均を2.2ポイント下回っている。[３－イ]

％

[問][問]

％
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話

す

こ

と

・

聞

く

こ

と

書

く

こ

と

読

む

こ

と

伝

統

的

な

言

語

文

化

と

国

語

の

特

質

に

関

す

る

事

項

選

択

式

短

答

式

記

述

式

正

答

率

(

％

)

無

解

答

率

(

％

)

正

答

率

(

％

)

無

解

答

率

(

％

)

１一

56

イ

○ 77.3 1.2 78.8 1.2 -1.5 0.0

１二

56

イ

エ

○ 47.5 1.2 48.5 1.2 -1.0 0.0

１三

56

イ

エ

56

ウ

○ 64.4 10.9 67.2 9.7 -2.8 1.2

２一

56

ウ

オ

カ

34

(1)イ

(ク)

○ 63.7 4.9 63.8 4.4 -0.1 0.5

２二

56

エ

オ

カ

○ 21.6 16.1 26.2 13.3 -4.6 2.8

２三

56

エ

オ

カ

○ 16.9 22.5 17.8 20.4 -0.9 2.1

３一ア

56

エ

カ

○ 48.4 15.8 49.7 15.7 -1.3 0.1

３一イ

56

エ

カ

○ 43.1 30.3 45.3 28.8 -2.2 1.5

３一ウ

56

エ

カ

○ 42.7 32.2 44.6 30.6 -1.9 1.6

３二

56

イ

カ

○ 50.4 9.7 51.9 10.6 -1.5 -0.9

【花田さんが書いたすいせん文】において推

薦している理由を書く

設問番号 設問の概要

助言の際に６年生がとった対応の説明として

適切なものを選択する

６年生の助言の仕方の説明として適切なもの

をそれぞれ選択する

複数の内容を関係付けた上で，自分の考えを

具体的に書く

川本さんの助言についての説明を書く

【ずかんの一部】の中から花火師の苦労が具

体的に書かれている内容を引用して書く

「打ち上げ花火の歴史」という見出しに合わ

せて必要な内容を書き加える

【本間さんが書いたすいせん文】において推

薦している対象を書く

　

　

無

解

答

率

の

か

い

離

【本間さんが書いたすいせん文】において推

薦している理由を書く

２人の推薦文を比べて読み，それぞれの読み

方として適切なものを選択する

　

　

正

答

率

の

か

い

離

全国

（公立）

宮城県

（公立）

問題形式学習指導要領の領域等

児童質問紙

質 問 事 項 宮城県 全国 かい離

国語Ｂ－２－三の問題(あとの条件に合わせて書く１００字の作文)の解答を書きましたか。 77.3. 78.3 -1.0

１ 難しくて解答できなかった。 80.7 79.0 1.7

国語Ｂ－２－三の問題について解答しなかった理由は何ですか。 ２ 文章で書くので解答しようと思わな 6.7 7.1 -0.7

（解答しなかった児童のみ） かった。

３ 時間が足りなくなった。 11.4 12.5 -1.1

１ 問題文の意味が分からなかった 31.8 31.0 0.8

国語Ｂ－２－三の問題に解答しようとしたとき，あなたはどのよう ２ 何を書いたらよいか分からなかった 41.1 42.3 -1.2

に考えましたか。（難しくて解答できなかった児童のみ）

３ 考えがまとまらなかった。 19.1 18.4 0.7

４ 自信がなかった。 3.4 2.9 0.5
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３ 小学校算数Ａ問題
（１）結果の概要

（２）正答数分布状況

【平成２５年度正答数度数分布グラフ】 【平成２４年度正答数度数分布グラフ】

（３）領域別の平均正答率

（４）設問別調査結果
○全国とのかい離が大きい設問等（◇：かい離がプラス ◆かい離がマイナス，[ ]内の記号は設問番号）

【数と計算】
◇ 小数の加法の計算問題の正答率は78.1％であり，全国平均を6.8ポイント上回っ
ている。［１(２)］

◆ 示された位までの概数にする際，一つ下の位の数を四捨五入して処理する方法について
の理解の問題の正答率は54.5％であり，全国平均を5.7ポイント下回っている。［２］

【量と測定】
◆ 単位量当たりの大きさを求める除法の式の意味についての理解の問題の正答率は
48.0％であり，全国平均を2.0ポイント下回っている。［４］

◆ １ａ（１アール）の面積と等しい正方形の一辺の長さについての理解の問題の正
答率は49.9％であり，全国平均を2.4ポイント下回っている。［５(2)］

◆上底３cm，下底８cm，高さ４cm，斜辺５cmの台形の面積を求める式と答えを書く問
題の正答率は71.2％であり，全国平均を2.1ポイント下回っている。［５(3)］

【図形】
◆ 三角形ＡＢＣと合同な三角形をかくために必要な条件についての理解の問題の正
答率は58.1％であり，全国平均を2.6ポイント下回っている。［６］

◆ 円柱について，底面の円周の長さと展開図の側面の辺の長さとが対応しているこ
とについての理解の問題の正答率は63.7％であり，全国平均を2.6ポイント下回っ
ている。［７(2)］

【数量関係】
◆ 割合が５０％のとき，基準量と比較量の大きさの関係についての理解の問題の正
答率は74.3％であり，全国平均を2.4ポイント下回っている。［８(1)］

○ 平均正答率は76.3％であり，全国平均を0.9ポイント下回っている。また，全国平
均とのかい離は平成２４年度より0.3ポイント大きくなっており，課題が見られる。

○ 複数の情報から必要な情報を取り出して面積を求める問題，直接測定できない部
分の長さを求める問題，割合の問題で，これまで同様に課題が見られ，全国平均を
下回る結果となっている。

○ 正答数の分布は全国とほぼ同様の傾向が見られる。
○ 17問(90％程度)以上正答した児童の割合が全国と比べて低い状況が見られ，10問
～16問(50％～85％程度)正答した児童の割合は，全国と比べて高くなっている。

○ 「数と計算」「数量関係」の領域で，平均正答率が全国平均を下回っているものの，全国平均
とのかい離は，平成２４年度よりもそれぞれ0.2ポイント，1.8ポイント小さくなっている。

○ 「量と測定」「図形」の領域で，平均正答率が全国平均を下回っており，全国平均とのかい離
も，平成２４年度より大きくなり，課題が見られる。

領 域 数と計算 量と測定 図 形 数量関係 合 計

年 度 H25 H24 H22 H21 H20 H19 H25 H24 H22 H21 H20 H19 H25 H24 H22 H21 H20 H19 H25 H24 H22 H21 H20 H19 H25 H24 H22 H21 H20 H19

県 平 均 正 答 率 (％ ) 80.0 74.6 75.0 81.2 76.2 79.6 66.7 71.0 72.0 67.4 56.1 85.1 70.9 73.0 83.7 81.1 71.6 86.3 82.7 71.9 63.4 63.0 69.8 74.0 76.3 72.7 73.8 77.5 71.3 81.1

全国平均正答率 (％ ) 80.2 75.0 74.1 82.8 76.8 81.5 68.3 71.7 74.1 78.5 56.2 86.1 72.5 72.6 83.1 81.3 72.7 86.1 83.4 74.4 65.7 64.2 72.4 75.4 77.2 73.3 74.2 78.7 72.2 82.1

全国との比較 -0.2 -0.4 0.9 -1.6 -0.6 -1.9 -1.6 -0.7 -2.1 -1.1 -0.1 -1.0 -1.6 0.4 0.6 -0.2 -1.1 0.2 -0.7 -2.5 -2.3 -1.2 -2.6 -1.4 -0.9 -0.6 -0.4 -1.2 -0.9 -1.0

[％]

0
2
4
6
8

10
12
14
16

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10111213141516171819

宮城県

全国

[％]

[ 問 ]

0
2
4
6
8

10
12
14
16

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10111213141516171819

宮城県

全国

[ 問 ]

[％]
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数

と

計

算

量

と

測

定

図

形

数

量

関

係

選

択

式

短

答

式

記

述

式

正

答

率

(

％

)

無

解

答

率

(

％

)

正

答

率

(

％

)

無

解

答

率

(

％

)

１（１）

3A

(2)イ

○ 88.8 0.2 88.2 0.2 0.6 0.0

１（２）

4A

(5)イ

○ 78.1 0.3 71.3 0.3 6.8 0.0

１（３）

5A

(3)イ

○ 82.1 0.3 83.7 0.4 -1.6 -0.1

１（４）

4A

(5)ウ

○ 88.7 1.3 88.3 1.4 0.4 -0.1

１（５）

4D

(2)ア

○ 94.4 0.8 94.4 0.8 0.0 0.0

１（６）

4A

(6)イ

○ 90.9 1.9 88.9 2.1 2.0 -0.2

１（７）

5A

(4)カ

○ 87.3 2.2 89.5 1.7 -2.2 0.5

２

4A

(2)イ

○ 54.5 2.1 60.2 1.9 -5.7 0.2

３

4A

(3)ウ

○ 69.4 1.9 71.6 1.8 -2.2 0.1

４

5B

(4)ア

○ 48.0 0.8 50.0 0.8 -2.0 0.0

５（１）

3B

(2)

○ 97.6 0.4 97.4 0.4 0.2 0.0

５（２）

4B

(1)

アイ

○ 49.9 1.1 52.3 1.1 -2.4 0.0

５（３）

5B

(1)ア

○ 71.2 2.1 73.3 2.1 -2.1 0.0

６

5C

(1)イ

○ 58.1 0.9 60.7 1.0 -2.6 -0.1

７（１）

5C

(2)ア

○ 90.8 2.0 90.6 2.1 0.2 -0.1

７（２）

5C

(1)エ

5C

(2)ア

○ 63.7 6.2 66.3 5.7 -2.6 0.5

８（１）

5D

(3)

○ 74.3 1.9 76.7 2.2 -2.4 -0.3

８（２）

5D

(3)

○ 76.4 2.3 76.9 2.8 -0.5 -0.5

９

3D

(3)ア

○ 85.7 2.1 85.7 2.8 0.0 -0.7

５００ｇの１２０％に当たる重さについて，適

切なものを選ぶ

最小目盛りが２に当たる棒グラフから，借りた

本の冊数が一番多い曜日とその曜日に借りた冊

数を書く

展開図に示された側面の長方形の縦の辺の長さ

を書く

展開図に示された側面の長方形の横の辺の長さ

を求める式と答えを書く

２００ｃｍの５０％に当たる長さを選ぶ

三角形ＡＢＣと合同な三角形をかくことができ

る条件を選ぶ

ＡとＢの２つのシートの混み具合を比べる式の

意味について，正しいものを選ぶ

木のまわりの長さを測定する際に用いる計器を

適切に選ぶ

１ａ（１アール）と等しい面積になる正方形の

一辺の長さを選ぶ

上底３ｃｍ，下底８ｃｍ，高さ４ｃｍ，斜辺５

ｃｍの台形の面積を求める式と答えを書く

２４３－６５　を計算する

０．７５＋０．９　を計算する

９．３×０．８　を計算する

６÷５　を計算する

１６－（６＋３）を計算する

２と５／７＋１と１／７　を計算する

２／９×４　を計算する

一万の位までの概数にしたときに，２００００

になる数を選ぶ

除数と商と余りから被除数を求める式を選ぶ

正

答

率

の

か

い

離

無

解

答

率

の

か

い

離

（公立）

設問番号 設問の概要

学習指導要領の領域 問題形式

宮城県 全国

（公立）
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４ 小学校算数Ｂ問題
（１）結果の概要

（２）正答数分布状況

【平成２５年度正答数度数分布グラフ】 【平成２４年度正答数度数分布グラフ】

（３）領域別の平均正答率

（４）設問別調査結果
○全国とのかい離が大きい設問等（◇：かい離がプラス ◆かい離がマイナス，[ ]内の記号は設問番号）

【数と計算】
◆ 三つの買い方の中から最も安くなる買い方を選択し，その選択が正しい理由
を記述する問題の正答率は48.6％で，全国平均を2.2ポイント下回っている。
［１(２)］

【量と測定】
◆ 示された分け方で二つの三角形の面積が等しくなることを記述する問題の正
答率は38.7％で，全国平均を4.0ポイント下回っている。［３(２)］

【図形】
◆ 長方形と台形の分割の仕方を比べて，台形の場合は４等分にならないわけを
選択する問題（量と測定の領域を兼ねた問題）の正答率は53.4％で，全国平均
を2.9ポイント下回っている。
［３(3)］

【数量関係】
◆ 示された式に数値を当てはめて計算し，計算の結果の大小を基に判断するこ
とができるかどうかをみる問題の正答率は45.7％で，全国平均を4.9ポイント
下回っている。［４(３)］

◆ 表から数値を適切に取り出して，二つの数量の関係が比例の関係ではないこ
とを記述する問題（量と測定の領域を兼ねた問題）の正答率は32.3％で，全国
平均を2.9ポイント下回っている。［２(３)］

○ 平均正答率は56.5%であり，全国平均を1.9ポイント下回っている。全国平均との
かい離は昨年度より1.1ポイント大きくなっており，課題が見られる。

○ 平均正答率で全国平均を上回った問題はなかった。特に，記述式の問題は全国平
均とのかい離が大きい傾向にあり，無解答率10％以上の設問は５問中３問であった。
児童質問紙より，問題Ｂ－４－(1)における無解答の理由は｢難しくて解答できなか
った｣が76.3％であり，その中の40.2％が「問題文の意味が分からなかった」と回
答しており，問題文自体を理解する力に課題がある。

○ 言葉の式に数値を当てはめて，計算の順序についてのきまりを基に計算すること
に課題がある。

○ 正答数の分布は全国とほぼ同様の傾向が見られる。
○ 全国と比べ，11問（85%程度）以上正答した児童の割合は低い状況が見られる。

○ 全ての領域で全国平均を下回っており，平成２４年度より全国平均とのかい離も大きくなっ
ている。特に，「量と測定」「数量関係」の領域においては，全国平均とのかい離が，2.0ポイ
ントあり，課題が見られる。

[％]

領 域 数と計算 量と測定 図 形 数量関係 合 計

年 度 H25 H24 H22 H21 H20 H19 H25 H24 H22 H21 H20 H19 H25 H24 H22 H21 H20 H19 H25 H24 H22 H21 H20 H19 H25 H24 H22 H21 H20 H19

県 平 均 正 答 率 (％ ) 46.7 52.5 54.8 55.0 64.3 55.0 54.0 60.2 30.6 58.7 51.9 55.7 78.2 63.2 40.3 54.6 59.9 71.0 52.9 48.1 52.8 57.1 43.8 63.6 56.5 58.1 47.8 54.0 50.4 61.4

全国平均正答率 (％ ) 48.3 54.0 55.8 55.8 65.2 58.9 56.0 60.8 33.3 59.9 53.3 58.0 79.3 63.3 42.0 56.4 61.2 72.5 54.9 49.5 54.3 56.8 44.9 65.5 58.4 58.9 49.3 54.8 51.6 63.6

全国との比較 -1.6 -1.5 -1.0 -0.8 -0.9 -3.9 -2.0 -0.6 -2.7 -1.2 -1.4 -2.3 -1.1 -0.1 -1.7 -1.8 -1.3 -1.5 -2.0 -1.4 -1.5 -0.3 -1.1 -1.9 -1.9 -0.8 -1.5 -0.8 -1.2 -2.2

0

5

10

15

20

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10111213

宮城県

全国

[％]

[問]

0

5

10

15

20

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10111213

宮城県

全国

[％]

[問 ]
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数

と

計

算

量

と

測

定

図

形

数

量

関

係

選

択

式

短

答

式

記

述

式

正

答

率

(

％

)

無

解

答

率

(

％

)

正

答

率

(

％

)

無

解

答

率

(

％

)

１（１）

1A

(2)イ

4D

(4)ア

○ 49.6 3.5 51.0 3.1 -1.4 0.4

１（２）

3A

(2)イ

3A

(3)イ

○ 48.6 1.0 50.8 0.9 -2.2 0.1

２（１）

5B

(3)ア

4D

(2)ア

○ 50.0 4.0 51.7 3.4 -1.7 0.6

２（２）

5B

(3)ア

4D

(2)ア

○ 74.4 1.2 75.6 1.3 -1.2 -0.1

２（３）

2B

(1)ア

3B

(3)ア

5D

(1)ア

○ 32.3 22.5 35.2 19.0 -2.9 3.5

３（１）

4B

(1)イ

5B

(1)ア

2C

(1)イ

5C

(1)イ

○ 87.1 0.7 87.3 0.8 -0.2 -0.1

３（２）

5B

(1)ア

○ 38.7 17.8 42.7 15.6 -4.0 2.2

３（３）

5B

(1)ア

4C

(1)イ

○ 53.4 3.7 56.3 3.6 -2.9 0.1

４（１）

4A

(2)ア

4A

(3)イ

5B

(4)ア

○ 41.8 12.0 43.1 11.4 -1.3 0.6

４（２）

4C

(3)

○ 94.2 2.4 94.2 2.6 0.0 -0.2

４（３）

4D

(2)

アイ

○ 45.7 7.7 50.6 7.4 -4.9 0.3

５（１）

3D

(3)ア

4D

(4)イ

○ 75.8 4.4 76.1 5.1 -0.3 -0.7

５（２）

5D

(3)

5D

(4)

○ 42.2 7.6 44.4 7.8 -2.2 -0.2

帯グラフに示された割合と基準量の変化を読み

取り，インターネットの貸出冊数の増減を判断

し，そのわけを書く

棒グラフと折れ線グラフの両方が示されたグラ

フの説明に対して，その説明がグラフのどの期

間を示しているのか，正しいものを選ぶ

三人の児童の説明に対応する，長方形を４等分

した図をそれぞれ選ぶ

示された実験の結果から，ふりこの長さと１０

往復する時間が比例の関係になっていないこと

を表の数値を基に書く

示された式を基に北チームの勝ち点の合計を求

める式を書き，勝ち点の合計と順位を書く

５列１０番の座席の位置を基に，２列４番の座

席の位置を表す

ワールドカップ後の１試合当たりの観客数が

ワールドカップ前の１試合当たりの観客数の約

何倍になるのかを求める方法と答えを書く

４等分になるための条件の中で，台形では当て

はまらないわけを選ぶ

示された分け方が元の長方形を４等分している

ことの説明として，二つの三角形の面積が等し

いことを書く

正しく測定できなかった結果を除いて平均を求

めるときの正しい式を選ぶ

三つの乗り物券の買い方を比較して，どの買い

方が一番安いかを選択し，そのわけを書く

設問番号

学習指導要領の領域

設問の概要

示された式の値が何を表しているのかを書く

正

答

率

の

か

い

離

無

解

答

率

の

か

い

離

残りの乗り物券の枚数と乗る予定の乗り物を基

に，二人がまだ乗る予定になく一緒に乗ること

ができる乗り物を書く

宮城県

（公立）

全国

（公立）

問題形式

児童質問紙

質 問 事 項 宮城県 全国 かい離

算数Ｂ－４－(1)の問題の解答を書きましたか。 84.7 85.5 -0.8

１ 難しくて解答できなかった。 76.3 73.1 3.2

算数Ｂ－４－(1)の問題について解答しなかった理由は何ですか。 ２ 書く分量が多く解答しようと思わ 11.6 10.7 0.9

（解答しなかった児童のみ） なかった。

３ 時間が足りなくなった。 10.8 14.1 -3.3

１ 問題文の意味が分からなかった 40.2 38.9 1.3

算数Ｂ－４－(1)の問題に解答しようとしたとき，あなたはどのよう ２ 求める方法が分からなかった 31.2 32.9 -1.7

に考えましたか。（難しくて解答できなかった児童のみ）

３ 考えがまとまらなかった。 17.8 16.2 1.6

４ 自信がなかった。 4.3 5.1 -0.8
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５ 中学校国語Ａ問題
（１）結果の概要
○ 平均正答率は77.6％であり，全国平均を1.2ポイント上回る結果となっている。
○ 「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」「伝統的な言語文化と国語の特質に関す
る事項」の全ての領域において全国平均を上回り，基礎的・基本的な内容に関する知識・
技能について，改善が図られている。

（２）正答数分布状況
○ 正答数の分布は全国とほぼ同様の傾向が見られる。
○ 27問(80％程度)以上正答した生徒の割合が全国と比べて高く，正答数が21問(65％程度)以
下の生徒の割合は全国より低くなっており，全体的に底上げが図られている。

【平成２５年度正答数度数分布グラフ】 【平成２４年度正答数度数分布グラフ】

（３）領域別の平均正答率
○ 「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」「伝統的な言語文化と国語の特質に関す
る事項」の全ての領域において全国平均を上回っている。特に，「書くこと」と「読むこと」
の領域ではそれぞれ全国平均を1.6ポイント上回っている。

（４）設問別調査結果
○全国とのかい離が大きい設問等（◇：かい離がプラス ◆かい離がマイナス，[ ]内の記号は設問番号）

話すこと・聞くこと
◇ 話合いでの司会の発言の役割について説明したものとして適切なものを選
択する問題の平均正答率は91.9％であり，全国平均を1.4ポイント上回ってい
る。[１一]

書くこと
◇ 見出しを変更した理由として適切なものを選択する問題の平均正答率は60.
7％であり，全国平均を2.6ポイント上回っている。[３一]

読むこと
◇ 筆者が述べたものとして適切なものを選択する問題の平均正答率は78.7％
であり，全国平均を2.7ポイント上回っている。[３一]

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項
◇ 文脈に即した適切な語句（友達に将来の｢抱負｣を話す）を選択する問題の
平均正答率は70.4％で，全国平均を7.7ポイント上回っている。［８三イ］

◇ 比喩を用いた表現として「かすみ」や「雲」のように見えたものを詩中か
ら抜き出す問題の平均正答率は56.0％で，全国平均を3.6ポイント上回ってい
る。［８七１］

◆ 歴史的仮名遣い（にほふ）を現代仮名遣いに直す問題の平均正答率は77.7
％で，全国平均を5.7ポイント下回っている。[８七２]

領 域 話すこと・聞くこと 書くこと 読むこと 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 合 計

年 度 H25 H24 H22 H21 H20 H19 H25 H24 H22 H21 H20 H19 H25 H24 H22 H21 H20 H19 H25 H24 H22 H21 H20 H19 H25 H24 H22 H21 H20 H19

県 平 均 正 答 率 (％ ) 78.6 89.4 75.6 87.0 80.3 90.3 66.1 89.0 71.6 65.8 55.8 74.1 81.6 66.7 77.9 76.7 71.2 79.9 78.6 74.7 76.8 77.4 75.4 78.2 77.6 76.2 76.2 78.1 73.8 80.8

全国平均正答率 (％ ) 77.6 87.7 74.2 86.8 80.1 90.1 64.5 88.1 71.1 64.6 55.2 73.4 80.0 65.4 76.6 75.7 71.0 80.6 77.5 73.7 75.8 76.0 75.2 80.3 76.4 75.1 75.1 77.0 73.6 81.6

全国との比較 1.0 1.7 1.4 0.2 0.2 0.2 1.6 0.9 0.5 1.2 0.6 0.7 1.6 1.3 1.3 1.0 0.2 -0.7 1.1 1.0 1.0 1.4 0.2 -2.1 1.2 1.1 1.1 1.1 0.2 -0.8

[％]
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％

[問 ]
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%
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話

す

こ

と

・
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く
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と

書

く

こ

と

読

む

こ

と

伝

統

的

な

言
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文

化

と

国

語

の

特

質

に

関

す

る

事

項

選

択

式

短

答

式

記

述

式

正

答

率

(

％

)

無

解

答

率

(

％

)

正

答

率

(

％

)

無

解

答

率
(

％

)

　

　

正

答

率

の

か

い

離

　

　

無

解

答

率

の

か

い

離

全国（公立）

（公立）

宮城県

学習指導要領の領域等

設問番号 設問の概要

問題形式

１一

１

オ

○ 91.9 0.1 90.5 0.2 1.4 -0.1

１二

１

オ

○ 55.4 0.1 54.7 0.2 0.7 -0.1

２一

１

ウ

○ 78.7 0.1 76.0 0.3 2.7 -0.2

２二

２

イ

○ 88.2 0.3 86.7 0.5 1.5 -0.2

３一

２

エ

○ 60.7 0.6 58.1 0.8 2.6 -0.2

３二

２

ウ

○ 50.9 5.9 48.8 6.0 2.1 -0.1

４一

１

エ

○ 86.9 0.1 84.8 0.3 2.1 -0.2

４二

１

カ

○ 71.7 0.1 70.1 0.4 1.6 -0.3

５一

１

ア

○ 88.0 0.2 86.8 0.4 1.2 -0.2

５二

１

イ

○ 76.2 0.3 75.6 0.4 0.6 -0.1

６一

２

ア

○ 85.8 0.5 84.6 0.7 1.2 -0.2

６二

２

イ

○ 81.4 0.6 80.7 0.9 0.7 -0.3

７一

２

エ

○ 75.7 3.9 73.6 4.4 2.1 -0.5

７二

１

イ

○ 77.2 0.9 77.5 1.1 -0.3 -0.2

８一１

２(1)

ウ(ｲ)

○ 87.6 3.0 87.5 3.0 0.1 0.0

８一２

２(1)

ウ(ｲ)

○ 60.7 10.9 59.3 11.9 1.4 -1.0

８一３

２(1)

ウ(ｲ)

○ 67.1 13.7 66.7 15.2 0.4 -1.5

８二１

２(1)

ウ(ｱ)

○ 93.8 2.3 93.2 2.7 0.6 -0.4

８二２

２(1)

ウ(ｱ)

○ 71.1 4.4 70.6 4.9 0.5 -0.5

８二３

２(1)

ウ(ｱ)

○ 92.9 1.9 89.4 2.7 3.5 -0.8

８三ア

２(1)

イ(ｲ)

○ 49.4 1.6 46.6 1.7 2.8 -0.1

８三イ

１(1)

イ(ｳ)

○ 70.4 0.5 62.7 0.8 7.7 -0.3

８三ウ

２(1)

イ(ｲ)

○ 97.3 0.4 96.3 0.7 1.0 -0.3

８三エ

１(1)

イ(ｳ)

○ 85.3 0.6 84.8 0.9 0.5 -0.3

８三オ

１(1)

イ(ｳ)

○ 82.7 0.6 81.3 0.9 1.4 -0.3

８三カ

１(1)

イ(ｳ)

○ 90.7 0.8 90.2 1.1 0.5 -0.3

８四

１(2)

イ

○ 96.9 1.2 96.4 1.4 0.5 -0.2

８五１

２(1)

イ(ｱ)

○ 70.0 0.8 69.8 1.0 0.2 -0.2

８五２

２(1)

イ(ｱ)

○ 92.8 0.7 91.3 1.0 1.5 -0.3

８六

２(1)

イ(ｳ)

○ 72.5 1.1 73.4 1.5 -0.9 -0.4

８七１

１(1)

イ(ｵ)

○ 56.0 3.4 52.4 3.7 3.6 -0.3

８七２

１(1)

ア(ｱ)

○ 77.7 6.9 83.4 5.5 -5.7 1.4

出された意見を整理して，決定の理由を適切に書く

「おかしいようでもあり，又それがおもしろくもおもえる」と筆者が述

べたものとして適切なものを選択する

「あの枯れ枝の梢を……うれしげであることだろう。」と筆者が感じた

理由を説明したものとして適切なものを選択する

話合いでの司会の発言の役割について説明したものとして適切なものを

選択する

話合いの方向を捉えた司会の発言として適切なものを選択する

見出しを変更した理由として適切なものを選択する

「小麦はそういうわけにはいきません」と述べている理由として適切な

ものを選択する

取材の仕方の説明として適切なものを選択する

カードを使って話す際に使用する言葉の組合せとして適切なものを選択

する

前日までに申込みをしなくても中学生が参加できる講座番号を選択する

米の断面図に入る言葉として適切なものを選択する

「内容」の欄に共通する表現の仕方の説明として適切なものを選択する

適切な語句を選択する（直前になって，二の足を踏む）

適切な語句を選択する（にわかに強い雨が降り出し，人々はあわてた）

比較の対象が明確に分かるように書く

内容に応じて第二段落を二つに分ける

漢字を書く（大きなキボウをもつ）

漢字を書く（おやつをキントウに分け合う）

漢字を書く（着物に合わせてオビを選ぶ）

漢字を読む（異論を唱える）

漢字を読む（社会を風刺する）

漢字を読む（山々が連なる）

適切な語句を選択する（今年の夏の暑さには閉口した）

適切な語句を選択する（友達に将来の抱負を話す）

適切な語句を選択する（あこがれの仕事に就く）

「すさまじい」と修飾・被修飾の関係にあるものを選択する

「かすみ」や「雲」のように見えたものを本文中から抜き出す

歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに直す（にほふ）

適切な語句を選択する（彼には，いくら言っても「馬の耳に念仏」で効

果がない）

行書を楷書で書く

「母がイギリスに帰りました。」という言い方が正しい理由として適切

なものを選択する

適切な敬語を選択する



- 13 -

６ 中学校国語Ｂ問題
（１）結果の概要
○ 平均正答率が68.6％であり，全国平均を1.2ポイント上回っている。
○ 「書くこと」「読むこと」の領域の問題の平均正答率が，全国平均を上回っている。
○ 「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」に関連する問題の平均正答率が，全国
平均をやや下回っている。
○ 全ての設問において，無解答率が全国平均を下回っている。生徒質問紙より，問題Ｂ－
３－三における無回答の理由は「難しくて解答できなかった」が50.3％であり，その中の
37.7％が「漢字の特徴は分かったが，注意点やコツについての考えがまとまらなかった。」
と回答している。

（２）正答数分布状況
○ 正答数の分布は全国とほぼ同様の傾向が見られる。
○ ５問(60％程度)以上正答した生徒の割合が全国と比べて高く，特に８問(90％程度)以上正
答した生徒の割合が高くなっている状況が見られる。

【平成２５年度正答数度数分布グラフ】 【平成２４年度正答数度数分布グラフ】

（３）領域別の平均正答率
○ 「読むこと」の領域の問題全てにおいて全国平均を上回っている。
○ 「書くこと」の領域の問題の平均正答率は全国平均を1.2ポイント上回っているが，「伝
統的な言語文化と国語の特質に関する事項」の領域と関連させた問題においては，全国
平均を0.4ポイント下回っている。

（４）設問別調査結果
○全国とのかい離が大きい設問等（◇：かい離がプラス ◆かい離がマイナス，[ ]内の記号は設問番号）

話すこと・聞くこと（設問なし）
書くこと
◇ 「かるた」について分かったことを基に，さらに調べたいことと調べる方
法を具体的に書く問題の平均正答率が59.4％であり，全国平均を1.5ポイント
上回っている。［１三］

◇ 文章を読んで感じたことや考えたことを具体的に書く問題の平均正答率が6
8.2％であり，全国平均を2.5ポイント上回っている。[２三]

読むこと
◇ 段落相互の関係について説明したものとして適切なものを選択する問題の
平均正答率は73.8％であり，全国平均を2.1ポイント上回っている。[１一]

◇ 新聞記事の書き方の特徴を説明したものとして適切なものを選択する問題
の平均正答率は63.0％であり，全国平均を2.0ポイント上回っている。[３一]

領 域 話すこと・聞くこと 書くこと 読むこと 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 合 計

年 度 H25 H24 H22 H21 H20 H19 H25 H24 H22 H21 H20 H19 H25 H24 H22 H21 H20 H19 H25 H24 H22 H21 H20 H19 H25 H24 H22 H21 H20 H19

県 平 均 正 答 率 (％ ) 61.9 47.5 81.8 63.9 59.1 62.8 75.0 48.1 63.4 69.2 64.0 68.8 76.4 61.8 69.8 64.2 63.1 67.4 68.6 65.5 66.7 76.4 61.8 71.0

全国平均正答率 (％ ) 59.9 45.6 81.3 62.7 57.4 60.2 72.5 46.7 64.4 67.8 61.5 67.5 74.5 60.8 70.6 64.6 60.5 68.5 67.4 63.3 65.3 74.5 60.8 72.0

全国との比較 2.0 1.9 0.5 1.2 1.7 2.6 2.5 1.4 -1.0 1.4 2.5 1.3 1.9 1.0 -0.8 -0.4 2.6 -1.1 1.2 2.2 1.4 1.9 1.0 -1.0

[％]

[問]

％

[ 問 ]

％



- 14 -

話

す

こ

と

・

聞

く

こ

と

書

く

こ

と

読

む

こ

と

伝

統

的

な

言

語

文

化

と

国

語

の

特

質

に

関

す

る

事

項

選

択

式

短

答

式

記

述

式

正

答

率

(

％

)

無

解

答

率

(

％

)

正

答

率

(

％

)

無

解

答

率

(

％

)

１一

１

エ

○ 73.8 0.3 71.7 0.4 2.1 -0.1

１二

２

イ

○ 62.9 0.2 62.7 0.4 0.2 -0.2

１三

１

ア

１

カ

○ 59.4 2.3 57.9 2.8 1.5 -0.5

２一

１

ウ

○ 77.8 2.2 77.5 2.6 0.3 -0.4

２二

１

エ

○ 76.7 0.3 75.6 0.5 1.1 -0.2

２三

１

ウ

１

オ

○ 68.2 9.9 65.7 11.3 2.5 -1.4

３一

１

エ

○ 63.0 0.6 61.0 0.9 2.0 -0.3

３二

１

カ

○ 71.5 0.9 70.2 1.2 1.3 -0.3

３三

２

ウ

２(1)

ウ(ｲ)

○ 64.2 5.2 64.6 5.4 -0.4 -0.2

間違えやすい漢字を学習する際の注意点やコ

ツを，漢字の特徴を取り上げて説明する

新聞記事の書き方の特徴を説明したものとし

て適切なものを選択する

資料がどのような疑問を解決するための参考

になるのかを説明したものとして適切なもの

を選択する

　

　

正

答

率

の

か

い

離

　

　

無

解

答

率

の

か

い

離

全国（公立）

（公立）

段落相互の関係について説明したものとして

適切なものを選択する

図が示す内容を説明したものとして適切なも

のを選択する

表現の効果を説明したものとして適切なもの

を選択する

文章を読んで感じたことや考えたことを具体

的に書く

「かるた」について分かったことを基に，さ

らに調べたいことと調べる方法を具体的に書

く

エヌ氏の生活について説明した言葉を本文中

から抜き出す

学習指導要領の領域等

宮城県

問題形式

設問番号 設問の概要

生徒質問紙

質 問 事 項 宮城県 全国 かい離

国語Ｂ－３－三の問題の解答を書きましたか。 87.9 87.0 0.9

１ 難しくて解答できなかった。 50.3 52.7 -2.4

国語Ｂ－３－三の問題について解答しなかった理由は何ですか。 ２ 文章で書く問題で解答しようと思わ 22.0 27.1 -5.1

（解答しなかった児童のみ） なかった。

３ 時間が足りなくなった。 26.1 18.5 7.6

１ 問題文の意味が分からなかった 27.4 33.3 -5.5

２ 二つの漢字の共通点や相違点が分か 25.7 23.1 2.6

らなかった。

国語Ｂ－３－三の問題に解答しようとしたとき，あなたはどのよう

に考えましたか。（難しくて解答できなかった児童のみ） ３ 漢字の特徴は分かったが，注意点や 37.7 34.1 3.6

コツについての考えがまとまらなかっ

た。

４ 考えはまとまったが，解答に自信が 7.3 6.4 0.9

なかった。



－ 15 －

７ 中学校数学Ａ問題

（１）結果の概要

（２）正答数分布状況

【平成２５年度正答数度数分布グラフ】 【平成２４年度正答数度数分布グラフ】

（３）領域別の平均正答率

（４）設問別調査結果

○全国とのかい離が大きい設問等（◇：かい離がプラス ◆かい離がマイナス，[ ]内の記号は設問番号）

【数と式】
◆ 正負の数について( )を含む計算をする問題の正答率は85.5％であり，全国平均を2.0
ポイント下回っている。[１(２)]
◆ 二元一次方程式の解の意味の理解についての問題の正答率は72.7％であり，全国平均を
4.8ポイント下回っている。[３(２)]

【図形】
◆ 空間における２直線の位置関係の理解についての問題の正答率は51.1％であり，全国平
均を5.6ポイント下回っている。[５(１)]
◆ 平行四辺形になるための条件の理解についての問題の正答率は41.7％であり，全国平均
を6.0ポイント下回っている。[７(３)]

【関数】
◆ 比例の表とグラフの関係の理解についての問題の正答率は47.8％であり,全国平均を4.7
ポイント下回っている。[１０(３)]

【資料の活用】
◆ 簡単な場合の確率を求める問題の正答率は46.5％であり，全国平均を7.3ポイント下回
っている。[１５(２)]

○ 平均正答率は62.2％であり，全国平均を1.5ポイント下回っている。全国平均とのかい離は，
平成２４年度よりさらに0.2ポイント大きくなり課題がある。

○ 「数と式」の領域では，正負の数の計算や二元一次方程式の解の意味の理解，「図形」の領域
では，空間における２直線の位置関係や平行四辺形になるための条件の理解，「関数」の領域で
は，比例の表とグラフの関係の理解，「資料の活用」の領域では，簡単な場合について確率を求
めることに，それぞれ課題が見られる。

○ 正答数の分布状況は全国とほぼ同様の傾向が見られる。
○ 平成２５年度は，２５問（70％程度）以上正答した生徒の割合が全国と比べ低い状況となっ
ている。

○ 全ての領域で全国平均を下回っている。特に「図形」と「関数」，「資料の活用」の領域では，
全国平均とのかい離が大きくなり，課題が見られる。

[ ％ ]

領 域 数と式 図形 関数 資料の 数量関係 合 計活用

年 度 H25 H24 H22 H21 H20 H19 H25 H24 H22 H21 H20 H19 H25 H25 H24 H22 H21 H20 H19 H25 H24 H22 H21 H20 H19

県 平 均 正 答 率 (％ ) 71.7 66.1 74.7 66.0 65.4 72.4 63.2 66.2 63.8 64.8 61.6 73.7 57.0 45.1 50.3 54.6 55.7 57.3 64.4 62.2 60.8 64.4 62.1 61.4 70.3

全国平均正答率 (％ ) 72.7 67.5 75.2 67.3 68.0 74.4 64.6 66.7 64.3 64.6 62.7 75.5 58.7 46.8 52.1 54.3 56.2 58.6 65.9 63.7 62.1 64.6 62.7 63.1 71.9

全国との比較 -1.0 -1.4 -0.5 -1.3 -2.6 -2.0 -1.4 -0.5 -0.5 0.2 -1.1 -1.8 -1.7 -1.7 -1.3 0.3 -0.5 -1.3 -1.5 -1.5 -1.3 -0.2 -0.6 -1.7 -1.6

0
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6
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宮城県

全国

[％]

[問]
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８ 中学校数学Ｂ問題

（１）結果の概要

（２）正答数分布状況

【平成２５年度正答数度数分布グラフ】 【平成２４年度正答数度数分布グラフ】

（３）領域別の平均正答率

（４）設問別調査結果

○全国とのかい離が大きい設問等（◇：かい離がプラス ◆かい離がマイナス，[ ]内の記号は設問番号）

○ 「図形」と「資料の活用」の領域で全国平均を上回っている。「数と式」の領域では，平成

２４年度は全国平均を0.5ポイント上回っていたのに対し，平成２５年度は全国平均を5.6ポイ

ン下回り，課題が見られる。

【数と式】
◆ 事柄が成り立つ理由を，示された方針に基づいて説明する問題の正答率は33.9％であ
り，全国平均を3.4ポイント下回っている。[２(１)]

◆ 問題場面における考察の対象を明確に捉える問題の正答率は43.8％であり，全国平均
を8.7ポイント下回ってる。[６(１)]

◆ 数学的な結果を事象に即して解釈する問題の正答率は48.6％であり，全国平均を8.0ポ
イント下回っている。[６(２)]

◆ 事象と式の対応を的確に捉え，事象が成り立つ理由を説明する問題の正答率は19.1％
であり，全国平均を5.0ポイント下回っている。[６(３)]

【図形】
◇ 方針に基づき三角形の合同を利用して証明する問題の正答率は34.1％であり，全国平
均を1.7ポイント上回っている。[４(１)]

【関数】
◆ 言葉で表された式の数学的な意味を考え，事象を式の意味に即して解釈する問題の正
答率は29.7％であり，全国平均を2.0ポイント下回っている。[１(２)]

【資料の活用】
◇ 事象を数学的に解釈する問題の正答率は33.8％であり，全国平均を1.1ポイント上回っ
ている。[５(３)]

○ 平均正答率は39.7％であり，全国平均を1.8ポイント下回っており，課題が見られる。
○ 「数と式」と「関数」の領域で全国平均を下回っている。特に「数と式」の領域では，全国
平均を5.6ポイント下回る結果となった。また，事象を多面的に見る問題において，全国平均と
のかい離が大きくなり，課題が見られる。無解答率 20 ％を超える設問は，全国同様全 16 問中
７問あった。生徒質問紙より，問題Ｂ－４－(1)における無解答の理由では，約 70 ％が「難し
くて解答できなかった」と回答しており，このうちの約 50 ％は「問題文の意味が分からなかっ
た」という理由であり，問題文を理解する力に課題が見られる。

○ 正答数の分布状況は全国とほぼ同様の傾向が見られる。
○ 平成２５年度は，正答数が６問（40％）以下の生徒の割合が，全国平均よりやや高くなっている。

領 域 数と式 図形 関数 資料の 数量関係 合 計活用

年 度 H25 H24 H22 H21 H20 H19 H25 H24 H22 H21 H20 H19 H25 H25 H24 H22 H21 H20 H19 H25 H24 H22 H21 H20 H19

県 平 均 正 答 率 (％ ) 36.1 41.4 43.5 61.6 53.8 45.5 45.8 61.8 41.1 58.8 59.2 54.0 39.2 42.7 39.9 46.2 54.7 44.2 67.0 39.7 50.5 44.0 57.7 49.1 59.4

全国平均正答率 (％ ) 41.7 40.9 43.2 61.4 54.2 48.2 44.8 59.7 40.2 57.5 57.6 53.1 40.0 42.2 39.8 45.5 54.1 44.7 67.9 41.5 49.3 43.3 56.9 49.2 60.6

全国との比較 -5.6 0.5 0.3 0.2 -0.4 -2.7 1.0 2.1 0.9 1.3 1.6 0.9 -0.8 0.5 0.1 0.7 0.6 -0.5 -0.9 -1.8 1.2 0.7 0.8 -0.1 -1.2
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生徒質問紙

質 問 事 項 宮城県 全国 かい離

数学Ｂ－４－(1)の問題の解答を書きましたか。 75.4 74.3 1.1

１ 難しくて解答できなかった。 70.5 66.3 4.2

数学Ｂ－４－(1)の問題について解答しなかった理由は何ですか。 ２ 書く分量が多く解答しようと思わ 19.9 25.2 -5.3

（解答しなかった生徒のみ） なかった。

３ 時間が足りなくなった。 8.6 7.3 1.3

１ 問題文の意味が分からなかった。 50.4 50.6 -0.2

数学Ｂ－４－(1)の問題に解答しようとしたとき，あなたはどのよう ２ どの条件を使えばよいか分からな 27.1 25.9 1.2

に考えましたか。（難しくて解答できなかった生徒のみ） かった。

３ 考えがまとまらなかった。 15.3 16.0 -0.7

４ 自信がなかった。 4.5 4.6 -0.1
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Ⅲ 類似問題の経年比較（H22 小と H25 中の類似問題の比較）

（１）中学校国語

Ａ３二 文の接続に注意し，伝えたい事柄を明確にして書く

平成２２年度小学校調査での正答率は 57.7％であったが，今年度調査では 50.9％であった。

平成２２年度では，全国平均とのかい離が－2.6 ポイントであったのに対して，平成２５年度

では＋2.1 ポイントとなり全国平均を上回り，改善傾向が見られた。しかし，正答率が５割程度

という状況であり，さらなる改善が必要である。

報告する文章を書く際には，伝えたい内容を明確にし，それに必要な事柄を文章の展開に即し

て適切に盛り込むよう留意して書くことが大切である。

社会生活の中でも話合いの経過や結論を簡潔に分かりやすく報告することは多い。さらなる改

善を図るために，行事や職場訪問などの体験について，目的や読み手を意識して報告する文章を

書いたり，報告する内容とその伝え方を考えて書いたりする言語活動を設定して，指導事項を指

導することが重要である。

(全国) ６０．３％

(県) ５７．７％

(全国) ４８．８％

(県) ５０．９％

Ｈ２２小国Ａ４ Ｈ２５中国Ａ３二

一

(

省

略)
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Ａ４二 目的に応じて必要な情報を読み取る

平成２２年度小学校調査での正答率は 64.9％であったが，今年度調査では 71.7％であった。

平成２２年度では全国平均とのかい離が－0.6 ポイントであったのに対して，平成２５年度で

は＋1.6 ポイントとなり全国平均を上回り，改善傾向が見られた。

目的に応じて必要な情報を読み取るためには，見出しや項目の順序性などに着目して，どこを

読めばよいか見当を付けること，複数の資料を比較しながら読むこと，情報を関連付けて読むこ

となど，資料の特性を生かした読み方をする必要がある。例えば，社会生活において，生徒が実

際に目的をもって読むことの多い実用的な資料を教材として用いることが有効である。

目的に応じて必要な情報を読み取ることについては，正答率も 71.7％に至っていることから，

改善が進んでいると考えている。

(全国) ６５．５％

(県) ６４．９％

Ｈ２２小国Ｂ４
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Ａ４二 目的に応じて必要な情報を読み取る

(全国) ７０．１％

(県) ７１．７％

Ｈ２５中国Ａ４二
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（２）中学校数学

Ａ２（３） ａｍの重さがｂｇの針金の１ｍの重さを，ａ，ｂを用いた式で表す。

Ｈ２２ 小学校 算数Ａ ２（１）

８ｍの重さが４kg の棒があります。この棒の１ｍ

の重さは何 kg ですか。求める式と答えを書きましょ

う。

Ｈ２５ 中学校 数学Ａ ２（３）

ａｍの重さがｂｇの針金があります。この針金の

１ｍの重さは何ｇですか。ａ，ｂを用いた式で表し

なさい。

（全国）５３．８％

（県）５１．７％

（全国）３２．３％

（県）３２．２％

平成２２年度小学校調査で課題が見られた「長さと重さの分かっている棒１ｍの重さを求める

問題」を，平成２５年度中学校調査では，「長さと重さの分かっている針金１ｍの重さを求める

問題（文字を使った式）」として出題している。無回答率 18.9％，解答としてａｂを選択した生

徒が 14.3％であった。除法の意味理解や，針金の重さが長さに比例する関係と捉え正しく比例式

を作ることに課題が見られる。

Ａ４（３） △ＡＢＣを，点Ｃを回転の中心として時計回りに回転移動して△ＤＥＣにぴったり

重ねたとき，回転角の大きさを求める

Ｈ２２ 小学校 算数Ａ ５（１）

(1)1 組の三角定規を下の図のように置
くと，角アの大きさは何度ですか。
答えを書きましょう

Ｈ２５ 中学校 数学Ａ ４（３）

（全国）８２．６％

（県）８２．７％

（全国）５６．０％

（県）５４．８％

平成２２年度小学校調査では，三角定規が示された場面で，60°の補角の大きさを求める問題

の正答率は 82.7％であった。

平成２５年度中学校調査では，回転の角が 180°を選択した解答が 12.3％，90°を選択した解答が

8.8％であった。回転移動では，対応する点は回転の中心から等しい距離にあり，対応する点と回

転の中心を結んでできる角の大きさが等しいことの意味理解に課題を残している。
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Ａ７（３） 与えられた方法で作図された四角形が，いつでも平行四辺形になることの根拠となる事柄を

選ぶ。

Ｈ２２ 小学校 算数Ａ ７

（全国）７６．１％

（県）７６．８％

Ｈ２５ 中学校 数学Ａ ７（３）

（全国）７６．１％

（県）７６．８％

平成２２年度小学校調査では，方眼紙上で，３点が与えられた平行四辺形の残りの点の位置を

選ぶ問題の正答率は 76.8％であった。

平成２５年度中学校調査では，３点が与えられた平行四辺形の残りの点の位置をコンパスを用

いて求めたとき，作図の根拠として正しいものを選ぶ問題の正答率は 41.7％であった。これは，

コンパスが等しい長さを移すことや，平行四辺形になるための条件についての理解に課題がある

と考えられる。



Ⅳ　児童生徒質問紙調査結果
※表の下段は全国との比較

１　結果の概要

２　質問事項別の状況

H25 H24 H22 H21 H20 H19 H25 H24 H22 H21 H20 H19
78.4 83.7 82.3 80.1 77.6 78.7 74.3 74.7 71.5 70.1 69.6 67.5

-1.5 +0.6 +0.0 +0.1 -0.4 +0.7 +2.4 +3.5 +1.6 +1.3 +2.8 +2.1

78.6 79.5 78.0 80.2 79.2 77.9 70.5 64.1 64.8 62.4 64.5 61.5

-1.6 +0.4 +0.8 +1.0 +0.8 +0.8 +0.0 -0.8 -0.9 -2.5 -1.0 -2.1

68.9 72.0 72.8 66.7 67.2 66.5 63.3 62.1 58.6 61.4

+0.0 +0.7 +3.6 +0.5 +0.1 +6.1 +3.9 +4.4 +3.5 +5.9

72.4 74.9 74.9 70.6 71.7 67.7 68.5 66.7 63.3 65.6

-0.9 -0.2 +1.5 -0.2 -0.2 +3.2 +2.9 +3.0 +2.6 +4.1

75.4 78.1 77.4 77.6 76.2 75.0 68.2 65.7 68.7 64.9 64.7 63.6

-2.0 -1.0 +0.1 +0.8 +0.2 +0.3 +0.9 -0.3 +1.6 +0.1 +1.1 +0.6

72.9 70.8 60.5 66.4 65.9 42.9 45.8 45.6 48.4 42.2

-1.5 -1.6 -1.5 -1.6 -1.1 -2.0 -0.1 +0.1 +0.4 -0.5

H25 H24 H22 H21 H20 H19 H25 H24 H22 H21 H20 H19
53.1 53.5 49.6 51.1 48.4 49.4 37.4 37.3 35.5 34.3 32.4 33.8

+6.0 +7.5 +5.8 +7.8 +7.0 +7.3 +3.5 +3.4 +3.1 +2.5 +3.0 +4.0

46.2 43.3 39.8 39.8 38.0 37.9 38.0 35.2 30.6 29.9 29.2 29.2

+4.7 +4.4 +3.0 +3.5 +2.5 +3.5 -1.7 -2.3 -3.7 -3.4 -3.5 -2.5

96.7 96.6 97.4 96.6 96.3 96.2 94.7 94.4 94.5 94.0 93.6 93.3

+0.4 +0.5 +1.0 +0.6 +0.9 +1.0 +0.9 +0.8 +1.2 +1.6 +1.7 +1.7

77.8 77.6 77.0 71.0 70.9 70.0 67.6 66.7 65.1 61.1 60.0 60.0

+1.3 +1.7 +2.8 +0.1 +1.7 +1.6 +1.0 +1.0 +1.4 +1.3 +2.1 +2.2

83.3 84.0 83.8 82.0 81.0 81.1 69.3 71.1 69.7 68.3 65.9 67.9

+2.8 +3.3 +3.6 +3.5 +3.5 +2.7 +4.8 +5.1 +4.9 +5.3 +5.3 +4.6

73.1 73.2 74.4 73.0 71.6 72.6 41.3 37.9 39.5 40.9 39.8 39.7

+9.2 +10.0 +12.8 +10.6 +11.7 +10.6 -0.3 +0.2 +5.2 +3.1 +2.8 +2.2

質問事項

国語の授業の内容はよく分かりますか

算数・数学の授業の内容はよく分かりますか

  ○  小・中学生ともに，はやね・はやおき・あさごはんの習慣は，おおむね全国値を上回る水準である。また，

（２）基本的な生活習慣，家庭でのコミュニケーション

言葉や式を使ってわけや求め方を書く問題につい
てどのように解答しましたか（最後まで書く努力
をした）

7

1

5

小学校（％） 中学校（％）

国語の授業で自分の考えを書くとき，考えの理由
が分かるように気をつけて書いていますか。

国語の授業で文章を読むとき，段落や話のまとま
りごとに内容を理解しながら読んでいますか

算数・数学の問題の解き方が分からないときはあ
きらめずにいろいろな方法を考えますか。6

4

今住んでいる地域の行事に参加していますか
6

家の手伝いをしていますか
5

家の人と学校での出来事について話をしてい
ますか4

朝食を毎日食べていますか
3

普段(月～金曜日)，何時ごろに起きますか
(午前６時３０分より前)

2

　

　○　小・中学生ともに，はやね・はやおき・あさごはんや規則正しく生活することなど，基本的生活習慣に関

    する質問に対して，全国と比べて肯定的な回答をしている項目が多い。

  ○  長時間テレビやビデオ・ＤＶＤを見る割合は，小・中学生ともに昨年度より減少したが，小学生は全国値

  ○  家で授業の予習，復習をしている割合は，小・中学生ともに昨年度より増加し，全国値を上回っているが，

（１）学習に対する関心・意欲・態度

  ○  小学生において，国語，算数の授業の内容がよく分かると答えた割合は，昨年度より減少し，全国値を下

    回っている。また，中学生においては，国語は昨年度をわずかに下回ったが，調査開始時より徐々に増加し

    よりも高い。また，長時間テレビゲームをする割合は，小・中学生ともに昨年度より増加し，小学生におい

    ては全国値よりも高い。

    平日に２時間以上勉強している中学生の割合は，全国値を下回っている。

  ○  小学生において，国語，算数の授業の内容がよく分かると答えた割合は，昨年度より減少し，全国値を下

    回っている。中学生においては，国語が微減，数学が増加し，全国値と同等または上回る結果であった。

    ている。数学は特に，昨年度に比べて明らかに増加した。

    午前６時３０分より前に起きる児童生徒の割合が増加してきている。

2

    合は，全国値を下回っている。

  ○  小・中学生ともに，言葉や式でわけや求め方を書く問題に対して，最後まで書く努力をした児童生徒の割

    理解しながら読んだりする児童生徒の割合は，中学生で全国値を上回っている。

　○　国語の授業で，自分の考えをその理由が分かるように気を付けて書いたり，文章のまとまりごとに内容を

普段(月～金曜日)，何時ごろに寝ますか
(小：午後１０時前　中：午後１１時前)1

質問事項

    回っている。

  ○  地域の行事に参加している小学生の割合は，全国値を大きく上回っている。中学生は全国値をわずかに下

小学校（％） 中学校（％）

- 24 -



H25 H24 H22 H21 H20 H19 H25 H24 H22 H21 H20 H19

1 61.3 61.1 64.7 55.5 51.5 48.5 45.6 44.3 40.1 35.8

+2.4 +3.1 +6.4 +0.8 -0.5 +4.0 +2.7 +2.5 +2.2 +1.6

47.6 45.6 48.6 42.6 39.1 36.6 48.3 39.3 43.9 42.1 41.0 39.3

+6.3 +5.1 +8.2 +5.1 +3.7 +3.7 +14.8 +10.0 +13.0 +12.6 +12.6 +9.8

61.9 59.9 61.2 54.9 50.8 45.8 60.8 56.8 54.4 49.7 48.4 45.8

+10.5 +9.7 +11.6 +8.9 +7.4 +5.7 +12.2 +11.3 +10.9 +9.2 +8.8 +6.6

90.1 89.1 88.7 86.1 83.5 83.5 85.4 84.7 83.1 81.7 81.4 78.6

+2.4 +3.5 +3.9 +2.5 +1.1 -0.4 +0.2 +1.4 +0.0 -0.2 -0.7 -2.6

64.8 61.2 61.5 56.9 52.9 53.8 66.4 65.8 63.7 62.2 63.1 59.9

+1.6 +1.7 +3.3 -0.3 -3.2 -4.1 -2.2 -0.6 -2.5 -3.1 -2.3 -5.1

22.0 21.3 20.8 19.7 18.8 18.3 30.7 30.0 28.5 29.1 29.8 27.4

-5.1 -4.3 -4.9 -6.0 -6.7 -7.2 -5.8 -5.3 -7.2 -6.6 -5.9 -8.0

7.0 7.0 6.8 17.9 16.3 15.4 7.1 6.6 6.3 13.5 13.6 11.8

-4.5 -4.1 -4.6 -4.9 -6.4 -7.6 -3.4 -3.3 -3.9 -1.9 -1.5 -3.1

41.9 47.8 47.2 51.1 51.7 38.0 29.7 33.3 38.1 40.4 43.0 35.9

+3.3 +5.1 +3.9 +5.4 +5.6 +3.7 +0.0 +0.8 +1.6 +2.4 +3.4 +2.8

16.1 13.7 12.6 13.0 14.0 9.8 14.3 10.5 10.2 10.5 10.4 10.5

+1.2 +1.1 +1.3 +1.4 +2.1 +0.9 0.0 -0.9 -0.6 +0.1 -0.1 -0.2

5.9 4.7 3.8 3.4 3.3 9.8 16.6 12.3 8.9 8.1 7.6 10.5

+0.1 -0.1 +0.3 +0.0 +0.0 +0.9 -0.7 -0.6 -0.1 -0.5 -0.3 -0.2

29.4 26.8 20.7 20.5 21.0 17.5 61.4 56.8 49.7 50.9 55.4 53.1

-3.4 -1.4 -2.4 -3.2 -4.3 -4.8 -0.1 +0.5 -3.1 -3.7 -1.7 -1.9

H25 H24 H22 H21 H20 H19 H25 H24 H22 H21 H20 H19

72.2 76.4 73.6 72.9 71.4 68.6 65.6 67.7 63.8 61.6 61.8 59.8

-3.5 -0.4 -0.8 -1.7 -2.0 -2.9 -0.8 -0.5 +0.7 +0.4 +1.0 -0.7

93.4 94.8 94.5 93.8 93.2 93.2 93.7 93.4 93.6 92.9 92.9 92.4

-0.9 +0.3 +0.4 +0.0 -0.3 +0.1 +0.0 +0.2 +0.9 +1.0 +1.0 +0.4

86.4 86.5 86.5 85.6 84.0 83.6 73.7 73.8 72.6 71.3 72.0 72.2

-1.3 -0.2 -0.3 -0.7 -0.7 -0.1 +0.2 +0.6 +0.9 +0.3 +1.3 +1.5

89.6 91.2 89.4 87.6 85.7 85.2 92.2 91.2 90.5 89.3 88.0 86.0

-1.0 -0.1 +0.2 -0.9 -0.6 -1.0 -0.3 -1.1 +0.4 +0.7 +0.6 +0.3

95.0 95.3 94.3 95.1 95.0 94.7 92.8 92.9 90.8 90.7 89.8 87.8

-0.9 -0.1 -0.7 +0.2 +0.3 +0.0 -0.7 -0.1 -0.3 +0.4 +0.3 -0.1

91.7 94.7 92.5 91.8 92.0 91.4 92.6 93.7 91.5 90.4 90.6 89.4

-1.9 +0.0 -0.9 -0.7 -0.4 -0.5 -0.7 -0.2 -0.6 +0.0 +0.1 -0.2

7
普段1日にどれくらいの時間インターネット
をしますか(３時間以上)

普段1日当たりどれくらいの時間テレビゲー
ムをしますか(３時間以上)6

  ○  「きまりを守っているか」「いじめは絶対にいけないと思うか」という規範意識に関する質問に対して肯

    定的な回答をした割合は，小・中学生ともに全国値をわずかに下回っている。

    を下回っており，昨年度よりも低くなっている。

２時間以上

質問事項

携帯電話やスマートフォンで通話やメールを
していますか（毎日，時々）

３０分以上

１時間以上

（４）自尊意識・規範意識

  ○  小・中学生ともに「自分にはよいところがある」「人の役に立つ人間になりたい」と答えた割合は全国値

小学校（％） 中学校（％）

中学校（％）

    小学生は全国値を上回っているが，中学生は下回っている。

  ○  ３時間以上テレビを見る児童生徒の割合が減ってきた一方，３時間以上インターネットを使ったり，よく

（３）学習時間等

小学校（％）

    メールをしたりする児童生徒が増加してきた。

普段（月～金曜日）,１日あた
りどれくらいの時間勉強をし

ますか

３時間以上

質問事項

  ○  家で授業の予習，復習をしている割合は，小・中学生ともに昨年度よりも増加し，全国値を上回っている。

家で学校の授業の予習をしていますか2

6

いじめは，どんな理由があってもいけないこ
とだと思う

人の役に立つ人間になりたいと思う

3 家で学校の授業の復習をしていますか

普段1日にどれくらいの時間テレビやビデ
オ・DVDを見ますか(３時間以上)

2

自分には，よいところがあると思う

3

ものごとを最後までやりとげてうれしかった
ことがありますか

8

4

将来の夢や目標を持っていますか

1

5

学校のきまり（規則）を守っていますか

4

5

    平日に家で１時間以上勉強する小学生の割合，２時間以上勉強する中学生の割合は，年々増加傾向にある。

家で自分で計画を立てて勉強をしていますか

- 25 -
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Ⅴ 学校質問紙調査結果 
※ 表の下段は全国との比較 

１ 結果の概要 
○ 問題冊子等や独自の調査等の結果を利用し，具体的な教育指導や学校全体での教育活動の改善のために活用し
ている学校の割合は,小・中学校ともに全国値より高い。 

○ 国語の指導として，書く習慣を付ける指導に取り組んでいる学校の割合は，小学校では昨年度より減尐してお
り，全国値と比較しても低い。中学校では昨年度より増加しており，全国値と比較しても高い。 

○ 国語の指導として，様々な文章を読む習慣を付ける指導に取り組んでいる学校の割合は，小学校・中学校とも
に昨年度より減尐しており,中学校では全国値より低い。 

○ 算数・数学の指導において，補充的な指導に取り組んでいる学校の割合は，小学校では昨年度より減尐してお
り，中学校では増加しているが，小・中学校ともに全国値より高い。 

○ 将来就きたい仕事や夢について考えさせる指導をしている学校の割合は，小・中学校ともに全国値より高い。 
○ テーマを決め，講師を招聘するなどの校内研修を行っている学校の割合は，小・中学校ともに全国値より低い。 
 

２ 質問事項別の状況 
          
（１）学力・学習状況調査の活用 

○ 問題冊子等や独自の調査等の結果を利用し，具体的な教育指導や学校全体での教育活動の改善のために活用し
ている学校の割合は,小・中学校ともに全国値より高い。 

 
             
 
 
 
 
（２）指導方法・学習規律  

○ 国語の指導として，書く習慣を付ける授業を行った学校の割合は，小学校で減尐し，全国値より低く，中学校
で増加し全国値より高い。 

○ 国語の指導として，様々な文章を読む習慣を付ける授業を行った学校の割合は，小学校で全国値より高く，中
学校で減尐し全国値より低い。 

○ 算数・数学の指導として，実生活における事象との関連を図った授業を行った学校の割合は，小学校で全国値
より高く，中学校で低い。 

○ 児童生徒の様々な考えを引き出したり，思考を深めたりするような発問や指導を行っている小・中学校の割合
は全国値より高い。  

○ 児童生徒の発言や活動の時間を確保して授業を進めている学校の割合は，小学校で減尐し全国値より低く，中
学校で減尐はしているが全国値より高い。  

○ 児童生徒に将来就きたい仕事や夢について考えさせる指導を行っている学校の割合は,小・中学校ともに全国
値より高い。 

  

      

 

 

 

 

 

 

 
（３）個に応じた指導 
  ○ 算数・数学の指導において，前年度までに,補充的な指導を行っている小・中学校の割合は,小学校で減尐して

いるが全国値より高く,中学校で増加し全国値より高い。  
○ 算数・数学の指導において，習熟の遅いグループに対して尐人数による指導を行っている小・中学校の割合は，
全国値より低い。 

○ 算数・数学の指導において，習熟の早いグループに対して発展的な内容について尐人数による指導を行ってい
る小・中学校の割合は，全国値より低い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｈ２５ Ｈ２４ Ｈ２２ Ｈ２１ Ｈ２０ Ｈ１９ Ｈ２５ Ｈ２４ Ｈ２２ Ｈ２１ Ｈ２０ Ｈ１９

96.1 87.2 100.0 93.0 89.0 92.4 76.6 94.2 93.2 94.1

+ 4.0 + 1.7 + 0.1 + 1.3 - 5.8 + 3.7 - 3.2 + 3.1 + 3.2 + 8.1

92.8 82.0 100.0 97.3 94.8 90.9 73.0 89.1 89.1 89.1

+ 4.1 + 0.8 + 0.1 + 4.4 + 4.0 + 6.0 - 1.1 + 7.6 + 10.4 + 17.7

問題冊子等や独自の調査等の結果を利用し，具体的な教育

指導の改善等を行ったか。

1

質　　　問　　　事　　　項
小学校（％） 中学校（％）

問題冊子等や独自の調査等の結果を，学校全体で教育活動

を改善するために活用したか。

2

Ｈ２５ Ｈ２４ Ｈ２２ Ｈ２１ Ｈ２０ Ｈ１９ Ｈ２５ Ｈ２４ Ｈ２２ Ｈ２１ Ｈ２０ Ｈ１９
89.1 94.0 91.6 88.3 90.1 82.2 96.0 94.9 94.2 95.0 89.5 85.8
- 0.8 + 4.2 + 2.2 - 0.8 + 2.7 - 1.2 + 3.8 + 3.3 + 3.1 + 4.1 - 0.3 - 1.9

86.0 89.5 85.4 85.5 87.4 82.6 78.3 84.6 84.9 85.9 81.4 84.4
+ 2.3 + 6.6 + 2.4 + 2.2 + 4.5 + 2.3 - 5.9 + 0.7 + 0.2 + 3.2 - 1.7 + 2.3

65.0 61.8 61.7 66.0 63.5 62.4 55.1 54.1 50.1 52.3 53.7 46.2
+ 2.0 - 1.3 - 0.9 + 4.1 + 2.7 + 2.3 - 2.1 - 1.4 - 1.5 + 2.4 + 3.9 - 2.3

96.0 94.8 95.8 94.6 97.5 94.4 95.4 95.9 92.3 91.3
+ 1.0 - 0.1 + 1.4 - 0.2 + 3.3 + 2.6 + 4.3 + 5.7 + 2.7 + 2.5

96.6 98.6 99.3 96.4 97.1 95.0 96.3 100.0 95.9 95.5
- 0.7 + 1.6 + 2.1 - 1.0 + 0.2 + 1.7 + 2.5 + 7.7 + 3.4 + 4.9

78.6 77.6 72.3 68.1 62.1 99.0 97.3 94.1 96.8 95.9
+ 7.1 + 6.3 + 1.3 - 1.4 - 4.1 + 4.5 + 2.0 - 2.1 + 0.9 + 0.0

児童生徒に将来就きたい仕事や夢について考えさせる指導
をしたか。

小学校（％） 中学校（％）

国語の指導として，様々な文章を読む習慣を付ける授業を
行ったか。

3

5

4

2

児童生徒の発言や活動の時間を確保して授業を進めたか。

質　　　問　　　事　　　項

国語の指導として，書く習慣を付ける授業を行ったか。

算数・数学の指導として，実生活における事象との関連を
図った授業を行ったか。

1

児童生徒の様々な考えを引き出したり，思考を深めたりす

るような発問や指導をしたか。

6

Ｈ２５ Ｈ２４ Ｈ２２ Ｈ２１ Ｈ２０ Ｈ１９ Ｈ２５ Ｈ２４ Ｈ２２ Ｈ２１ Ｈ２０ Ｈ１９

1 算数・数学の指導において，前年度までに,補充的な指導 87.4 91.9 89.6 88.5 93.1 88.9 87.3 89.0 88.2 91.8

をしたか。 + 0.1 + 3.6 + 1.8 + 1.8 + 3.1 + 2.9 + 0.3 + 2.4 + 2.1 + 3.0

36.2 33.7 36.0 37.4 33.6 23.7 28.1 42.4 37.3 42.7

- 4.9 - 7.4 - 3.4 - 2.3 - 6.9 - 1.0 - 1.9 + 8.7 + 3.4 + 6.0

30.8 29.0 29.0 26.9 27.5 19.7 24.6 38.0 32.7 39.6

- 2.6 - 4.2 - 2.5 - 5.3 - 6.2 - 1.8 - 0.8 + 8.7 + 3.1 + 7.1

小学校（％） 中学校（％）
質　　　問　　　事　　　項

算数・数学の指導において，習熟の遅いグループに対して
第1学年のときに尐人数による指導をしたか。

3

2

算数・数学の指導において，習熟の早いグループに対して第1学年のと

きに発展的な内容について尐人数による指導をしたか。



－27－ 

（４）学習環境づくりに向けた取組  
 ○ 放課後を利用した補充的な学習サポートを実施している学校の割合は，小・中学校ともに増加し，全国値より

高い。 
  ○ 長期休業期間を利用した補充的な学習サポートを実施している学校の割合は，小・中学校ともに全国値より低

い。 
  ○ 「朝の読書」などの一斉読書の時間を設けている学校の割合は，小学校で減尐し全国値より低く，中学校で増

加し全国値より高い。 
 ○  学校図書館を活用した授業を計画的に行っている学校の割合は，小学校で全国値より高く，中学校で全国値よ

り低い。          
           
          

 

 

 

 

 
（５）家庭学習・家庭との連携 
  ○ 国語，算数・数学の指導として，保護者に対して児童生徒の家庭学習を促すよう働きかけを行っている学校の

割合は，小学校で全国値より高く,中学校では国語が全国値より低く,数学は全国値より高い。 
  ○ 国語，算数・数学の指導として，家庭学習（宿題）の課題を与えている割合は，小・中学校ともに全国値より

も低い。 
○ 国語，算数・数学の指導として，児童生徒に与えた家庭学習の課題について，評価・指導を行っている学校の
割合は，小学校で 全国値より高く,中学校では国語が全国値より低く,数学は全国値より高い。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（６）教員研修 

○  模擬授業や事例研究など，実践的な研修を行っている学校の割合は，小学校では減尐しているが全国値より
高く，中学校では増加し,全国値より高い。 

○ 講師を招聘するなどの校内研修を行っている学校の割合は，小・中学校ともに全国値より15ポイント以上低
く，かい離が大きい。 

○ 授業研究を伴う校内研修を行っている学校の割合は，小学校で全国値より高く，中学校で全国値より低い。 

 

 

 

 

 

 
（７）地域の人材・施設の活用 

○  地域の人材を外部講師として招聘した授業を行っている学校の割合は，小学校では減尐しているが全国値よ
り高く，中学校では減尐し,全国値より低い。 

○ 博物館や科学館,図書館を利用した授業を行っている学校の割合は，小学校は全国値より低く，中学校は減尐
しているが全国値より高い。 

○  職場見学や職場体験活動を行っている学校の割合は，小学校で全国値より15ポイント以上低く，かい離が大
きい。          
    

 

 

 

 

Ｈ２５ Ｈ２４ Ｈ２２ Ｈ２１ Ｈ２０ Ｈ１９ Ｈ２５ Ｈ２４ Ｈ２２ Ｈ２１ Ｈ２０ Ｈ１９

95.4 97.0 92.3 91.2 90.7 88.5 88.4 81.5 91.4 88.7 88.2 84.5

+ 0.6 + 2.4 - 2.1 - 2.5 - 2.0 - 2.8 + 2.0 - 3.8 + 8.2 + 6.2 + 7.0 + 6.0

77.6 78.1 78.4 73.7 75.0 70.1 65.2 66.6 71.1 66.4 59.0 63.6

- 15.1 - 13.9 - 13.8 - 18.2 - 17.1 - 20.9 - 19.2 - 17.3 - 11.3 - 16.2 - 23.9 - 19.5

48.3 50.5 56.1 50.0 50.5 44.5 30.8 28.9 33.0 30.5 24.0 22.7

+ 1.2 + 4.2 + 9.2 + 6.4 + 4.5 + 0.0 - 0.5 - 1.4 + 4.8 + 4.4 - 3.0 - 2.9

3 授業研究を伴う校内研修を前年度，何回実施したか（９回

以上）。

1

2

質　　　問　　　事　　　項

模擬授業や事例研究など，実践的な研修を行っているか。

学校でテーマを決め，講師を招聘するなどの校内研修を

行っているか。

小学校（％） 中学校（％）

Ｈ２５ Ｈ２４ Ｈ２２ Ｈ２１ Ｈ２０ Ｈ１９ Ｈ２５ Ｈ２４ Ｈ２２ Ｈ２１ Ｈ２０ Ｈ１９

80.0 80.5 82.0 70.0 75.7 79.3 54.5 63.4 44.2 56.8 54.5 58.2

+ 0.7 - 1.6 + 3.4 - 4.2 + 0.9 + 0.9 - 3.1 + 3.1 - 6.8 + 0.2 - 3.4 - 1.4

34.2 38.9 34.6 27.3 33.1 31.9 21.7 28.0 20.2 23.7 25.9 30.7

- 3.3 - 1.8 - 1.6 - 6.8 - 3.4 - 6.5 + 7.1 + 12.0 + 6.2 + 7.0 + 7.7 + 10.0

25.9 32.5 22.9 22.5 25.9 22.5 99.0 98.3 100.0 99.1 97.3 99.1

- 16.0 - 10.0 - 14.8 - 13.7 - 8.5 - 10.1 + 0.6 + 0.0 + 2.2 + 2.0 - 0.5 + 3.1

3

質　　　問　　　事　　　項

職場見学や職場体験活動を行っているか。

博物館や科学館,図書館を利用した授業を行ったか。

1

2

地域の人材を外部講師として招聘した授業を行ったか。

小学校（％） 中学校（％）

Ｈ２５ Ｈ２４ Ｈ２２ Ｈ２１ Ｈ２０ Ｈ１９ Ｈ２５ Ｈ２４ Ｈ２２ Ｈ２１ Ｈ２０ Ｈ１９

74.0 70.2 78.5 76.8 58.6 61.0 88.9 85.2 84.0 86.1 63.6 61.8

+ 12.3 + 8.4 + 16.5 + 15.9 + 16.7 + 20.1 + 2.9 - 1.5 - 1.5 + 3.0 + 6.4 + 6.4

61.8 53.3 53.5 46.6 43.0 41.2 74.7 74.5 73.7 68.6 70.0 68.9

- 3.2 - 10.1 - 5.1 - 10.4 - 7.0 - 6.6 - 9.4 - 9.6 - 6.7 - 11.6 - 7.0 - 6.1

97.6 98.7 99.3 98.7 95.0 93.2 94.9 94.1 94.1 93.2 89.5 88.9

- 0.6 + 0.6 + 1.3 + 0.8 + 1.8 + 1.2 + 2.2 + 1.2 + 2.1 + 1.8 + 3.1 + 4.3

79.1 75.4 77.8 72.6 63.5 56.4 30.8 30.7 41.6 41.3 28.6 36.0

+ 0.5 - 1.8 - 1.0 - 5.2 - 3.8 - 3.5 - 10.8 - 13.2 - 4.8 - 6.3 - 11.1 - 2.3

2

3

1

質　　　問　　　事　　　項

放課後を利用した補充的な学習サポートを実施したか。

長期休業日を利用した補充的な学習サポートを実施した

か。

小学校（％） 中学校（％）

4 学校図書館を活用した授業を計画的に行ったか。

「朝の読書」などの一斉読書の時間を設けたか。

Ｈ２５ Ｈ２４ Ｈ２２ Ｈ２１ Ｈ２０ Ｈ１９ Ｈ２５ Ｈ２４ Ｈ２２ Ｈ２１ Ｈ２０ Ｈ１９

98.3 97.0 96.6 97.3 97.3 69.2 70.7 78.0 75.9 67.3

+ 2.7 + 2.1 + 2.4 + 4.3 + 6.7 - 2.8 - 0.3 + 7.4 + 6.1 + 0.7

97.7 96.2 95.9 97.1 96.8 73.7 70.1 78.9 73.6 71.4

+ 2.1 + 1.6 + 2.2 + 4.7 + 6.4 + 1.0 + 0.3 + 7.5 + 3.5 + 4.5

99.3 99.2 99.3 99.3 99.6 98.4 81.3 84.1 96.5 89.1 85.5 78.6

- 0.1 - 0.1 + 0.1 + 0.3 + 0.9 + 1.3 - 8.3 - 4.7 + 7.7 + 2.1 - 1.0 - 5.4

99.3 100.0 99.3 99.1 99.6 98.7 89.9 92.8 94.9 92.3 94.1 87.6

- 0.3 + 0.6 + 0.1 + 0.1 + 0.8 + 1.2 - 2.8 + 0.6 + 3.0 + 1.8 + 3.7 - 1.0

97.8 95.5 100.0 96.4 98.0 93.5 95.6 90.7 94.5 94.5

+ 1.0 - 1.5 + 3.8 + 0.8 + 0.7 - 2.4 - 0.3 - 4.1 + 0.9 + 0.2

97.3 97.0 99.3 96.4 98.4 95.9 93.9 93.2 93.6 95.9

+ 0.3 + 0.2 + 3.3 + 1.2 + 1.0 + 0.7 - 1.5 - 0.9 + 0.7 + 1.7

3 国語の指導として,家庭学習（宿題）の課題を与えたか。

算数・数学の指導として,児童生徒に与えた家庭学習の課

題について，評価・指導を行ってたか。

1 国語の指導として，保護者に対して児童生徒の家庭学習を
促すよう働きかけを行ったか。

算数・数学の指導として,家庭学習（宿題）の課題を与え

たか。

算数・数学の指導として，保護者に対して児童生徒の家庭

学習を促すよう働きかけを行ったか。

小学校（％） 中学校（％）
質　　　問　　　事　　　項

6

国語の指導として,児童生徒に与えた家庭学習の課題につ
いて，評価・指導を行ったか。

5

2

4
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Ⅵ 平均正答率の高い県との比較 

 宮城県全体の課題をより明確に把握したいと考え，児童生徒質問紙調査において，自尊意識，将来の夢や

目標，基本的な生活習慣，学習習慣，教科への取組や関心・意欲・態度に関する特徴の見られた１０項目に

ついて，平均正答率の高い県（以下，高位県）と比較した。また，学校質問紙調査において，地域人材・施

設の活用に関する１項目について，平均正答率の高い県（以下，高位県）と比較した。 

 

（１）自尊意識，将来の夢や目標に関する質問事項の比較結果 

①自分にはよいところがあると思いますか。 
【小学校】                   【中学校】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・小学生は全国値及び高位県より低い。 
・中学生は全国値に近いが，高位県より低い。 
 
②将来の夢や目標を持っていますか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・小学生は全国値及び高位県より低い。 
・中学生は全国値とほぼ同じだが，高位県より低い。 
 
（２）基本的な生活習慣に関する質問事項の比較結果 

①１日何時間，テレビ等を見ますか。（３時間以上と回答した割合） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・小学生は全国値及び高位県より高い。 
・中学生は全国値に近いが，高位県より高い。 

75.7  75.6  
74.3  

72.1  72.5  71.7  
73.7  

73.8  72.6  
71.3  

72.0  72.2  
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80.0  

90.0  

Ｈ25 Ｈ24 Ｈ22 Ｈ21 Ｈ20 Ｈ19 
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36.9  
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②携帯電話で通話やメールをしていますか。（毎日あるいは時々と回答した割合） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・小学生は全国値より低いが，高位県より高い。 
・中学生は全国値に近いが，高位県より高い。 
 
（３）学習習慣に関する質問事項の比較結果 

①普段何時間くらい勉強しますか。（小学校：１時間以上，中学校：２時間以上） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・小学生は全国値より高いが，高位県より低い。     
・中学生は高位県より高いが，全国値より低い傾向が続いている。 
 
②家で学校の授業の復習をしていますか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・小学生は全国値より高いが，高位県より低い。 
・中学生は全国値及び高位県より高い。 
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（４）教科への取組や関心・意欲・態度に関する質問事項の比較結果 

①国語の勉強は好きですか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・小・中学生ともに減少し，高位県より低い。小学生は全国値より低い。 
 
②算数・数学の勉強は好きですか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・小・中学生ともに全国値とほぼ同じだが，高位県より低い。 
 
③国語の授業の内容はよく分かりますか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・小学生は全国値及び高位県より低い。 
・中学生は全国値より高いが，高位県より低い。 
 
④算数・数学の授業の内容はよく分かりますか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・小学生は全国値及び高位県より低い。 
・中学生は全国値とほぼ同じだが，高位県より低い。  
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（５）地域人材・施設の活用に関する質問事項の比較結果（学校質問紙調査） 
①職場見学や職場体験活動を行っていますか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・小学生は全国値及び高位県より低い。 
・中学生は全国値より高いが，高位県より低い。  

 
（６）高位県との比較から見えてきた宮城県全体の状況  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 本県児童生徒の自尊意識は，高位県と比較して小・中学生ともに低い。中学生の自尊意識は，本 

県，高位県，全国ともに昨年度より低下した。小学生については，高位県が上昇したのに対して， 

本県では低下した。 

○  将来の夢や目標を持っている児童生徒の割合は，高位県と比較すると小・中学生ともに低い。ま

た，小学生においては全国より低い。 

○  長時間テレビやビデオ・DVDを見る児童生徒の割合は，高位県，全国，本県ともに減少傾向にあ 

るものの，本県小・中学生の割合は明らかに高い。また，メールを使用する割合も，本県児童生徒 

は高位県に比べて高い。 

○  平日に家で１時間以上勉強する本県小学生の割合は，高位県よりも低い。２時間以上勉強する本 

県中学生の割合は，高位県よりも高いが，全国よりは低い。 

○  家で授業の復習をする児童生徒の割合は，本県小・中学生ともに全国を上回るが，小学生は高位 

県より低い。中学生は，高位県よりも高い。 

○  国語，算数・数学が好き，授業の内容が分かると答えた本県小・中学生の割合は，ともに高位県 

  を下回っている。しかしながら，本県中学生については，国語・数学ともに授業の内容が分かると 

  答えた割合は，調査開始時に比べて増加の傾向が見られる。 
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Ⅶ 平成２２年度の調査結果との比較 
 

今年度の調査に参加した中学校３年生は，平成２２年度調査で小学校６年生として本調査を受けているこ
とから，今年度調査対象となった中学校３年生と平成２２年度の小学校６年生の調査結果について，全国平
均正答率とのかい離の比較を行った。 

 

  ○教科に関する調査結果（全国平均正答率とのかい離の比較） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 国語Ａ，国語Ｂにおいては，小学校６年生の時には全国平均と同程度であったが，中学校３年生 

の時には全国平均を上回る結果となっている。 

○  算数Ａ・数学Ａにおいては，小学校６年生の時には全国平均をやや下回る程度であったが，中学

学校３年生の時には全国平均を下回る結果となっている。 

○ 算数Ｂ・数学Ｂにおいては，小学校６年生の時には全国平均を下回っており，中学校 3年生に時

にも全国平均を下回る結果となっている。 
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